
重縮合触媒

新触媒で可能なポリ乳酸の直接重縮
合による新タイプの多分岐型ポリ乳
酸の合成
背　景
　ポリ乳酸は、生物由来の乳酸がエステル結合により重合したポリエステル類に分類される生分
解性プラスチックです。機械的特性も優れていることから、これまで多くの共重合体が開発され、
石油由来の汎用プラスチックの代替として期待されていますが、合成法がネックになって汎用化
していません。新しい合成法の開発が望まれています。

 新触媒による直接重縮合を達成 
…ポリ乳酸の直接重縮合とラクチド法 (従来法 ) との比較

特性比較

生成プロセス

特　徴
　　・合成プロセスが簡単
　　・反応速度が遅い　⇒　分子量の制御が容易
　　・縮重合⇒　ポリカルボン酸との共重合で、新タイプの多分岐ポリ乳酸の合成
　　・無溶媒バルク重合にも適応

 カルボン酸末端型多分岐ポリ乳酸の合成が可能 
 　　　⇒カルボキシルキ基の特性を利用した誘導体の合成 
　従来のラクチド法（開環重合 ) では合成できなかったポリカルボン酸との共重合が可能となり、
ポリ乳酸の利用分野が広がります。
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応用分野
　低結晶性ポリ乳酸、ポリ乳酸の溶解性向上、新規ポリ乳酸誘導体などにより、医用材料や分散
剤などへ応用が期待されます。
評価サンプルの提供
　カルボン酸末端型分岐ポリマーのサンプルを提供します
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有機合成

③コア分子の形状が異なるポリマーの物性
（右表）
・非結晶ポリ乳酸（右表　Entry1 ～ 3）
・Core1 は結晶性が大幅低下
・分子量増　⇒　Tg、Tm、Xcが増加

②カルボン酸末端分岐型ポリ乳酸誘導体（塩）の溶解性①分岐数の違いによる分岐ポリマーの物性

カルボン酸末端多分岐ポリ乳酸の特性
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